
こんにちは、医療生協さいたまです！ 
医療生協さいたまは、誕生以来、地域の方々とともに地域に根ざした事業・活動を展開しています。健康と生活

にかかわる問題を持ち寄り、医療機関・介護事業所などを運営し、住民と職員の協同によって、事業と運動を行

います。患者の権利と責任を明確にし、それらを共に守り発展させる立場で、医療サービスを提供しています。 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【化学療法】 

 

 

 

【主な薬剤師業務の紹介】 

①病棟業務（持参薬確認、薬剤評価による減薬、服薬指導と副作用の聞き取り、適正使用への介入など） 

②注射業務（注射調剤、配合変化等の確認、中心静脈栄養など注射剤混注、がん化学療法など） 

③外来業務（自己注射製剤導入の指導、救急処置室常駐、薬剤師術前外来など） 

④DI 業務（医薬品に関する情報の収集と発信、各種問い合わせ対応、地域薬局との連携など） 

⑤各種院内委員会やチームへの参加（医療安全、感染対策/抗菌薬適正使用、がん化学療法、栄養サポー

ト、緩和ケア、救急、褥瘡、リエゾン、周術期など） 

⑥学術活動（学会参加・法人内学術活動） 

⑦後継者育成（認定薬剤師・学生実習） 

 

 

【薬剤師理念】 

私たちは、安全な薬を安心・納得して使

える社会をつくるために働きます 

【医薬品の安全管理業務】 

・安全性・有効性・経済性を考慮した医薬品の適正使用や採用薬の選

定 

・製薬企業に頼らず情報を集め、近隣病院や薬局、院内医師や医療ス

タッフ、また患者さん向けに情報発信、毎月の DI ニュースの発行 

・薬害を防ぐ取り組み 

【外来化学療法室業務】 

・がん薬物療法のレジメン管理 

・診察前問診を実施し、副作用の評価・支持療

法の使用状況などを医師・看護師と情報共有し

保険薬局と連携 

・調製前に検査値などを確認し、投与の可否を

医師と共に判断 

・管理栄養士や歯科衛生士などへの介入の相

談。 

・多職種で治療方針を検討 

【外来化学療法前診察前問診】 

・支持療法の使用状況確認 

・副作用の発現確認、グレード評価 

・内服薬のアドヒランスのチェック 

【抗がん剤混注業務】 

陰圧式アイソレーターケモシールド・閉

鎖式薬物移送システムを使用 

【供給・在庫管理】 

・薬の品質管理 

・医薬品供給不足問題に迅速に取り組む 

地域密着、急性期～診療所まで

活躍できるステージが たくさ

んあります！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                医療生協さいたま生活協同組合 

                           埼玉協同病院（川口市）・熊谷生協病院（熊谷市） 

                           秩父生協病院（秩父市）・埼玉西協同病院（所沢市） 

【受付時間】平日 9：0～17：00            ★１DAY 体験・インターンシップ 9：00～16:00  

日程：随時＊申し込み多数の場合、選考となります       その他：交通費・昼食代支給  

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により       ★２時間程度の病院見学コースも相談可 

 

お申込み・お問い合わせ 

医療生協さいたま 本部人事課 平日９～17 時 

048-296-8823 メールの件名は「薬剤師インターシップ」で。                 

【外来救急室に薬剤師常駐】 

・入院決定患者への初回服薬指導 

・医師、スタッフからの問い合わせ対応 

・急変患者の処置（薬剤混注）、中毒対応 

 

 

 

医療生協ならでは・・・ 

【周術期】 

【専門・認定薬剤師もいます】 

認定制度認証機構の認定薬剤師、外来がん治療認定薬剤

師、抗菌化学療法認定薬剤師、NST 専門療法士、糖尿病療

養指導士、緩和薬物療法認定薬剤師、老年薬学会認定薬剤

師、認定実務実習指導薬剤師、 

スポーツファーマシスト 

漢方薬・生薬認定薬剤師 など 

 

 

 

【組合員さんへ健康相談・教室・高校生・薬学生実習対応】 

・近隣住民の方などの要望に応じて薬の相談会を実施 

・高校生薬剤師体験 

 

【薬剤師術前外来】 

・手術前に薬歴の聴取と休薬管理 

・保険薬局と休薬の連携 

【術後疼痛管理チーム】 

・医師・看護師と回診を行い、手術後の痛みの評価、

吐き気などの副作用対策を実施 

・手術がもとになって起こる症状の経過観察を実施。 

・病棟薬剤師と連携し、症状に対する改善策を提案 

【OPE 室に薬剤師常駐】 

・向精神薬、麻薬、毒薬など厳重な 

 管理を要する医薬品の定数管理 

・緊急手術薬準備 

・術後の持続局所麻酔薬の混注 

 

 

【診療所薬剤師】 

・外来院内処方にこだわり、医師や看護師と相談しなが

ら患者さんが安心・安全な医療をお届けする 

・院内の感染対策や安全管理にも薬剤師の目線で関与 

 

 

【抗菌薬適正使用支援チーム】 

・専従薬剤師を配置し、各種培養結果に応じて適切な抗菌

薬の開始や変更提案などの早期介入 

・AMR（薬剤耐性）を広げないための広域抗菌薬の適正使

用の推進と介入 

・医師や病棟薬剤師と連携した抗菌薬の適正使用（薬剤

選択、投与量、期間など） 

・プロトコールによる TDM の実施（主にバンコマイシン） 

体験インターンシップ・見学 

お待ちしています♪ 

事業所はどこでも OK です 


